
a  1 … 2  … 3 

)(aS   － 0 ＋  

)(aS       

 

2016 年東大理□3  

1R は直線 1QP 上の点であるから、 11 )1( OPtOQtOR  と表せる。 

))1(,0,(1 ttatOR  であり、 z 座標が 0 であるから 
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)3)1(,0,(3 ttatOR  とおけて、 0)3(3)1(  taatta であるから 
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辺 31RR は x軸に平行であり、辺 21RR は y 軸に平行であるから、 2131 RRRR  である。 
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)(aS の 31  a における増減は右の通りで、 2a のとき極小。 

)(aS を最小にする aは 2a  ……(答) 

そのときの最小値は 4)2( S  ……(答) 


